


































収納箱 器波 収納箱 9340KC 
第1中間周波増幅器 リミクー及び 第2中間周波増幅器
600土 2KC ニミッシ璽ン指示 53土 l.5KC
第 2変換器 第 3変換器
第1中間周波増幅器
570土 2KC
第 2変換器
第2中間周波増幅器
トーンキーヤー
63士 1.5KC
初の受信機として採用されました。このほかに
も安立電気，東京無線電機及び沖電気の各株式
会社がそれぞれ独自に開発した受信機もありま
したが規格統一に触れて採用されませんでした。
揺信省主導のもとで各種の受信機が実用化さ
れましたが，最初の高速度短波電信受信機とし
てスペース・ダイバシティー型RS3801号短
波受信機があります。
真はRS3801号短波受信機の一連の機器
でありますRS4501号短波受信機に相当する
機器で，昭和13年10月設計，受信周波数範囲
4~21MHz, A1 電波を高速で受信できるス
ペース・ダイバシティー型受信機です。 3づの
ユニットからできていて電源は 2次電池。おそ
らく他では見ることのできない受信機ですが，
残念ながら製造年月日及び会社名は不明です。
多分かつては高速度短波電信受信機として国際
通信に大いに活躍した機器であったことは確か
です。 （「日本無線史」参照）
本学名誉教授宮坂 武芳
-35 -
